




目的:新生児・乳児の外科的疾患のなかには、その性質上、長期にわたる医学的管理を要

するものがある。それらのうち、比較的病状が安定するものでは、適切な管理により家庭

でのケアが十分可能であり、これによる入院期間の短縮は、患者の発育、母子関係、家庭

関係の上で望ましく、医療機関にとっても効率的な運営をもたらす。本研究では、このよ

うな患児における自宅での管理の問題点を検討し、家族が安全、適切にケアできるような

指導要網を作成するとともに、在宅ケアをサポートする体制の確立を図るものである。


